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選定技術の今後の進め方について
（長大橋梁／トンネル区間）



長大橋梁／トンネル区間の試行箇所の選定方針
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暫定二車線の高速道路

・積雪地域とそれ以外

・道路の幾何構造（曲線半径）

・ワイヤロープとの連続性

試行設置箇所
長大橋梁４箇所（約５９０ｍ※） トンネル２箇所（約３６０ｍ※）
※構造物延長を示しており、実際設置する延長とは異なる

※トンネルは200ｍ以下（D等級）を選定（非常用設備：消火器のみ）

長大橋梁／トンネル区間への試行設置に当たり、気象条件や幾何構造が異なる

区間を対象とし、試行設置の影響や効果が、下記の観点において比較分析でき

るよう設置箇所を選定。



2

長大橋梁／トンネル区間の試行箇所

※トンネル非常用設備の取扱い等の課題の対応状況によっては、試行箇所を見直す場合あり
※構造物延長を示しており、実際設置する延長とは異なる

道央道
カド川橋 195m
落部川橋 240m

山陽道_宇部下関線
奥堤橋 97m

東九州道
今仁トンネル 174m

東海環状道
栃洞トンネル 188m

中部横断道
福士川第三橋 55m

凡例
：長大橋
：トンネル



長大橋梁／トンネル区間の試行箇所の特性
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※構造物延長を示しており、実際設置する延長とは異なる



長大橋梁／トンネル試行設置の評価の考え方（案）

〇 ワイヤロープ試行設置時の評価に準じ、評価項目（案）を定める。
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